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田
園
調
布
教
会
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
の
あ
る

十
月
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 十
月
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
豊
か
に
な
る
時
と
言
え

ま
す
が
、
特
に
母
マ
リ
ア
と
共
に
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
の
生
涯
、
人
類
救
い
の
歴
史
を
黙
想
す
る
ロ

ザ
リ
オ
の
月
と
す
べ
て
の
被
造
物
を
兄
弟
と
し
て

受
け
入
れ
て
福
音
の
普
遍
的
性
格
を
こ
の
世
に
示

し
た
田
園
調
布
教
会
の
守
護
の
聖
人
、
ア
ッ
シ
ジ

の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
天
上
で
の
誕
生
を
祝
う
、

恵
み
と
喜
び
が
あ
ふ
れ
る
時
で
あ
る
ご
と
は
間
違

い
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
全
世
界
の
教
会
は
、

こ
の
月
を
神
の
国
の
福
音
を
広
め
る
世
界
宣
教
月

間
と
し
て
過
ご
し
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
こ
の
月
間
を
通
し
て
神
の
国
を
広
め

る
キ
リ
ス
ト
者
固
有
の
使
命
を
再
確
認
し
ま
す
。 

 

     

キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
宣
教
と
は
、
単
に
み
言

葉
と
教
義
を
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、

「
隣
人
を
自
分
の
よ
う
に
愛
す
る
」
隣
人
愛
の
実

践
に
よ
っ
て
神
の
国
を
こ
の
世
に
示
す
こ
と
で
す
。 

 

二
〇
二
三
年
「
世
界
宣
教
月
間
」「
世
界
宣
教
の
日
」

の
テ
ー
マ
は
「
燃
え
る
心
、
踏
み
出
す
足
」
で
す
。 

こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、

ル
カ
福
音24

・13−35

の
エ
マ
オ
に
向
か
う
二
人

の
弟
子
た
ち
の
物
語
か
ら
、
混
乱
と
失
意
の
う
ち

に
い
る
二
人
の
弟
子
が
、
復
活
さ
れ
た
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
と
共
に
旅
す
る
間
に
起
こ
っ
た
三
つ
の

変
化
を
黙
想
す
る
よ
う
勧
め
て
い
ま
す
。 

 

弟
子
た
ち
の
宣
教
の
旅
の
輪
郭
を
あ
ら
わ
す
こ
の

三
つ
の
姿
「
イ
エ
ス
が
聖
書
を
説
明
し
て
く
だ
さ

っ
た
こ
と
で
燃
え
る
心
、
イ
エ
ス
だ
と
気
づ
く
よ

う
開
か
れ
た
目
、
そ
し
て
き
わ
め
つ
け
の
踏
み
出

十
月
号 

燃
え
る
心
、
踏
み
出
す
足 

「
世
界
宣
教
月
間
」
と
「
世
界
宣
教
の
日(

十
月
二
十
二
日)

」
に
あ
た
っ
て 

助
任
司
祭 

ア
ン
ト
ニ
オ
金
東
炫
神
父 
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す
足
」
を
黙
想
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
現
代
世
界

に
お
い
て
の
福
音
宣
教
の
熱
意
を
新
た
に
」
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

・「
聖
書
を
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
き
」
の
燃
え

る
心
は
宣
教
活
動
に
お
い
て
、
神
の
こ
と
ば
は
心

を
照
ら
し
変
え
て
く
だ
さ
る
と
い
う
信
仰
を
、 

・
パ
ン
が
裂
か
れ
る
と
、
目
が
「
開
け
、
イ
エ
ス

だ
と
分
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
は
聖
体
に
お
ら
れ

る
イ
エ
ス
は
、
宣
教
活
動
の
頂
点
で
あ
り
源
泉
で

あ
る
こ
と
を
、 

・
復
活
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
を
語
る
喜
び
を
胸
に
、

踏
み
出
す
足
は
、
い
つ
も
外
へ
と
出
て
行
く
教
会

の
永
遠
の
若
さ
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
復
活
さ
れ
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

と
の
出
会
い
に
照
ら
さ
れ
て
燃
え
る
心
で
、
開
い

た
目
で
、
踏
み
出
す
足
で
、
主
キ
リ
ス
ト
の
生
涯

と
そ
の
愛
を
喜
び
に
あ
ふ
れ
て
物
語
る
こ
と
は
神

が
人
類
に
お
与
え
に
な
っ
た
平
和
と
救
い
の
道
に
、

す
べ
て
の
人
を
招
く
行
為
で
あ
り
、
ま
こ
と
の
福

音
宣
教
と
言
え
ま
す
。 

 

ま
た
、
宣
教
活
動
は
異
文
化
と
の
交
流
で
も
あ

り
ま
す
。
他
の
文
化
や
宗
教
を
尊
重
し
、
共
感
し

合
う
こ
と
で
神
が
お
示
し
に
な
っ
た
平
和
へ
の
道

が
築
か
れ
ま
す
。 

あ
ら
ゆ
る
面
で
豊
か
に
満
た
さ
れ
る
こ
の
十
月
、

私
た
ち
の
母
マ
リ
ア
に
導
か
れ
、
ア
ッ
シ
ジ
の
聖

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
と
り
つ
ぎ
の
う
ち
に
、
ひ
と
り

一
人
の
祈
り
を
通
し
て
神
の
国
が
こ
の
世
界
に
あ

ら
わ
れ
る
よ
う
に
共
に
歩
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。 

 

母
マ
リ
ア
、
私
た
ち
と
共
に
祈
っ
て
く
だ
さ
い
。 

兄
弟
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
私
た
ち
の
た
め
に
祈
っ
て

く
だ
さ
い
。 

 

〈
信
徒
連
絡
会
〉
七
月
九
日
議
事
録 

 

◎ 

竹
内
主
任
神
父
様
の
お
祈
り
と
お
話 

 

〔
報
告
・
今
後
の
予
定
〕 

 

◎ 

七
月
二
日
（
日
） 

教
会
委
員
会 

◎ 

七
月
九
日
（
日
） 

信
徒
連
絡
会 

◎ 

八
月
六
日
（
日
） 

平
和
旬
間 

ミ
サ
の
意
向

「
平
和
を
祈
る
」 

◎ 

八
月
十
五
日
（
火
） 

聖
母
の
被
昇
天 

◎ 

九
月
三
日
（
日
） 

教
会
委
員
会 

◎ 

九
月
十
日
（
日
） 

信
徒
連
絡
会 

◎ 

九
月
十
七
日
（
日
） 

敬
老
の
集
い 

◎ 

十
月
一
日
（
日
） 

教
会
委
員
会 

◎ 

十
月
三
日
（
木
） 

帰
天
祭
（
ト
ラ
ン
ジ
ト
ゥ

ス
） 

◎ 

十
月
八
日
（
日
） 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
祭 

信
徒

連
絡
会 

 

〔
各
会
報
告
な
ど
〕 
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◎ 
典
礼
委
員
会 

・ 
ミ
サ
に
て
「
い
つ
く
し
み
の
賛
歌
」「
栄
光
の
賛

歌
」「
平
和
の
賛
歌
」「
感
謝
の
賛
歌
」
を
十
月

の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
祭
を
め
ど
に
復
活
さ
せ
る

こ
と
を
聖
歌
隊
と
検
討
し
準
備
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
昨
年
の
待
降
節
か
ら
の
式
次
第
の
変

更
に
伴
っ
て
、
歌
も
変
更
さ
れ
て
お
り
、
実
施

が
遅
れ
る
見
通
し
で
す
。 

・ 

六
月
十
一
日
の
初
聖
体
で
は
九
人
（
後
日
も
う

お
一
人
。
計
十
名
）
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

・ 

司
祭
に
夏
用
の
カ
ズ
ラ
を
使
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

 

 

 

◎
財
務
財
政
委
員 

・ 

六
月
二
十
五
日(

日) 

上
期
決
算 

・ 

各
活
動
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
上
期
決
算
の

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
、
印
刷
室
を
決
算

報
告
場
所
と
し
て
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

下
期
に
つ
い
て
も
同
様
に
活
用
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
際
は
改
め
て
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

・ 

各
活
動
会
内
で
使
用
す
る
予
算
に
つ
い
て
は
、

仮
払
金
の
中
か
ら
使
用
し
て
頂
く
こ
と
を
前

提
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
予
算
内
で
の
ご
利

用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
◎
福
音
宣
教
委
員
会 

・ 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
祭
に
ち
な
ん
だ
絵
画
・
写
真
展

の
再
開
を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

 

◎
福
祉
委
員
会 

・ 

大
震
災
復
興
支
援
と
し
て
福
島
や
さ
い
畑
の

支
援
の
た
め
の
販
売
を
再
開
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
現
在
毎
週
東
京
・
神
奈
川
・
埼
玉
方
面

に
い
ら
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
東
京
は
偶
数

月
の
第
４
週
の
日
曜
日
に
実
施
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
で
き
れ
ば
八
月
第
４
週
、
ま
た

は
十
月
の
第
４
週
か
ら
に
な
り
ま
す
の
で
実

施
時
期
は
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

◎
バ
ザ
ー
委
員
会 

・ 

六
月
二
十
五
日 

第
二
回
打
ち
合
わ
せ
を
実
施
。 

・ 

打
合
わ
せ
で
の
意
見
な
ど 

- 

二
〇
二
三
年
バ
ザ
ー
は
開
催
し
た
い 

- 

混
雑
、
コ
ロ
ナ
感
染
を
避
け
る
工
夫
を
す
る 

- 

出
店
数
を
バ
ザ
ー
委
員
会
で
規
定
す
る
、
ほ

か 

・ 

七
月
の
教
会
委
員
会
で
内
容
を
確
認
す
る 

・ 

次
回
バ
ザ
ー
委
員
会 

七
月
二
十
三
日
（
日
）

十
時
～ 

信
徒
会
館
二
０
八 

- 

出
店
数
の
検
討 

- 

開
催
日
数 

１
日
ま
た
は
２
日 

- 

開
催
時
間
帯
を
検
討
、
な
ど 

 

◎
音
響
部
会 

・ 

大
聖
堂
の
音
響
に
関
し
て
、 

① 

最
新
の
法
令
に
対
応
す
る
た
め
に
一
部
機
器

の
入
替
え 



 - 4 - 

② 

出
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
と
デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
、

ス
ピ
ー
カ
ー
、
ア
ン
プ
、
マ
イ
ク
シ
ス
テ
ム

の
一
部
更
新 

な
ど
、
順
次
予
算
化
さ
せ
な
が
ら
対
応
を
進
め

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
Ｆ
Ｍ
放
送
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

  

［
検
討
事
項
、
経
過
報
告
な
ど
］ 

 

◎
本
年
度
の
バ
ザ
ー
に
つ
い
て 

本
年
度
は
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。
日
時
は
、
十

一
月
二
六
日(

日)

王
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
祭
日

に
行
う
予
定
と
し
ま
す
。 

バ
ザ
ー
の
目
的
と
し
て
は
、「
私
た
ち
の
教
会
は

私
た
ち
の
手
で
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
検
討

し
て
い
ま
す
。 

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
あ
け
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、 

・ 

飲
食
と
食
品
全
般
の
扱
い
を
見
送
る
。 

・ 

出
店
に
グ
ル
ー
プ
制
を
取
り
入
れ
る
（
状
況
に

よ
っ
て
は
前
の
週
と
２
週
に
わ
た
る
分
散
開
催

も
視
野
に
い
れ
て
い
ま
す
） 

・ 

九
月
に
は
出
店
募
集
を
す
る
予
定
で
す
（
九
月

の
信
徒
連
絡
会
で
詳
細
を
説
明
し
ま
す
） 

・ 

献
品
・
衣
料
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
よ
う
な
回

収
方
法
は
行
わ
な
い
（
準
備
時
の
感
染
を
防
止

す
る
た
め
） 

・ 

感
染
対
策
に
引
き
続
き
留
意
し
、
売
場
自
身
含

め
密
に
な
ら
な
い
よ
う
。 

こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

物
販
で
は
な
く
例
え
ば
「
子
供
と
遊
ぶ
」
と
い

っ
た
出
店
は
可
能
か
？
と
質
問
が
あ
り
、
バ
ザ

ー
委
員
会
に
参
加
し
て
検
討
議
題
と
し
て
出
し

て
ほ
し
い
旨
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

◎
窓
ふ
き
・
大
掃
除 

・ 
六
月
十
八
日
（
日
）
に
皆
さ
ま
と
と
も
に
行
い

ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
信
徒
会
館
の
窓
な
ど
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
。 

 

◎
敬
老
の
集
い
（
九
月
十
七
日
） 

・ 

ミ
サ
は
十
一
時
、
ミ
サ
後
ホ
ー
ル
に
て
歓
談
の

場
を
設
定
す
る
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す
。 

・ 

対
象
は
七
十
七
歳
以
上
の
方
々
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
お
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

◎
空
調
に
つ
い
て 

・ 

現
在
、
大
聖
堂
と
信
徒
会
館
の
空
調
が
一
部
故

障
し
て
い
ま
す
。
機
器
の
更
新
が
必
要
で
、
早

く
て
も
年
明
け
に
な
る
見
込
み
で
す
。
多
額
の

費
用
が
掛
か
る
た
め
、
特
別
献
金
を
含
め
導
入

方
法
を
検
討
中
で
す
。 

 

◎
一
粒
会
よ
り 

・
六
月
に
送
金
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

次
回
の
信
徒
連
絡
会
は
九
月
十
日
（
日
） 

 

十
時
十
五
分
～ 

大
聖
堂
に
て
（
八
月
は
お
休

み
で
す
） 
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〈
信
徒
連
絡
会
〉
九
月
十
日
議
事
録 

 

◎ 

竹
内
主
任
神
父
様
の
お
祈
り
と
お
話 

 

〔
報
告
・
今
後
の
予
定
〕 

◎ 

九
月
十
日
（
日
） 

信
徒
連
絡
会 

◎ 

九
月
十
七
日
（
日
） 

敬
老
の
集
い 

◎ 

十
月
一
日
（
日
） 

教
会
委
員
会 

◎ 

十
月
三
日
（
木
） 

帰
天
祭
（
ト
ラ
ン
ジ
ト
ゥ

ス
） 

◎ 

十
月
八
日
（
日
） 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
祭 

信
徒

連
絡
会 

 

〔
各
会
報
告
な
ど
〕 

 

◎ 

典
礼
委
員
会 

・ 

新
し
い
ミ
サ
の
式
次
第
に
基
づ
く
「
い
つ
く
し

み
の
賛
歌
」
「
栄
光
の
賛
歌
」
「
平
和
の
賛
歌
」

「
感
謝
の
賛
歌
」
を
十
月
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
祭

か
ら
実
施
し
ま
す
。
前
回
報
告
で
は
「
実
施
が

難
し
い
」
と
報
告
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
聖

歌
隊
・
オ
ル
ガ
ン
部
会
の
皆
様
と
の
検
討
の
結

果
、
実
施
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
土
曜
日
夜

七
時
の
ミ
サ
と
日
曜
日
十
一
時
の
ミ
サ
で
先

行
実
施
し
、
日
曜
日
七
時
半
お
よ
び
九
時
の
ミ

サ
に
つ
い
て
は
追
っ
て
検
討
し
ま
す
。 

・ 

右
記
、
新
し
い
ミ
サ
の
式
次
第
に
基
づ
く
四
つ

の
賛
歌
の
実
施
の
た
め
、
楽
譜
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
（
十
二
ペ
ー
ジ
程
度
）
を
五
百
部
程
度
作
成

し
、
大
聖
堂
お
よ
び
ク
ラ
ラ
聖
堂
の
全
席
に
常

備
し
ま
す
。 

 

◎
財
務
財
政
委
員 

・ 

コ
ロ
ナ
禍
は
や
や
落
ち
着
い
て
き
た
も
の
の

月
定
献
金
は
じ
め
献
金
が
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻

ら
な
い
中
で
、
費
用
は
以
前
並
み
に
な
り
つ
つ

あ
り
、
教
会
の
運
営
に
支
障
が
で
る
可
能
性
が

高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
福
音
宣
教
委
員
会 

・ 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
祭
の
作
品
展
・
・
皆
様
か
ら
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
絵
画
・
俳
句
お
よ
び
写
真
作

品
等
の
展
示
を
行
い
ま
す
。 

展
示
： 

十
月
一
日
（
日
）
か
ら
十
三
日
（
金
）

ま
で
、
信
徒
会
館
に
て
。 

作
品
募
集
： 

九
月
十
七
日
、
二
十
四
日
（
日
）

九
時
か
ら
十
一
時
の
間
、
信
徒
会
館
二
階
に
て
。

こ
の
時
間
に
来
ら
れ
な
い
方
は
受
付
に
預
け

る
こ
と
も
可
能
。 

水
彩
画
と
俳
句
の
制
作
コ
ー
ナ
ー
： 

九
月
三

日
（
日
）
九
時
ミ
サ
後
に
、
画
材
・
絵
具
、
筆

記
用
具
な
ど
を
ご
用
意
し
て
実
施
し
、
盛
況
で

し
た
。 

作
品
返
却
： 

十
月
十
五
日
、
二
十
二
日
（
日
） 

 

◎
福
祉
委
員
会 

・ 

大
震
災
復
興
支
援
と
し
て
、
福
島
や
さ
い
畑
の

支
援
の
た
め
の
販
売
を
再
開
し
ま
す
。
東
京
は

偶
数
月
の
第
四
週
の
日
曜
日
に
実
施
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
の
で
十
月
二
十
九
日
か
ら

の
実
施
と
い
た
し
ま
す
。 

・ 

九
月
一
日
～
十
月
四
日
ま
で
「
す
べ
て
の
い
の

ち
を
守
る
た
め
の
月
間
」
に
当
た
り
ま
す
の
で

「
こ
う
の
と
り
の
ゆ
り
か
ご
」
支
援
の
募
金
活

動
を
九
月
二
十
四
日(

予
備
日
十
月
一
日)

に

実
施
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 
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◎
バ
ザ
ー
委
員
会 

・ 
七
月
二
十
三
日 

第
三
回
打
ち
合
わ
せ
実
施 

・ 

八
月
六
日 

売
り
場
面
積
確
認
会
実
施 

・ 

八
月
二
十
七
日 

第
四
回
打
合
わ
せ
実
施 

・ 

打
ち
合
わ
せ
結
果 

- 

出
店
申
込
み
用
紙
の
作
成
と
内
容
確
認
、
九

月
三
日
か
ら
配
布
、
五
十
枚 

- 

バ
ザ
ー
再
開
の
チ
ラ
シ
の
作
成
と
内
容
確
認
、

九
月
三
日
か
ら
配
布
、
五
百
枚 

- 

九
月
三
日
か
ら
二
週
間
、
ミ
サ
後
に
マ
イ
ク

で
お
知
ら
せ
予
定
（
高
瀬
委
員
長
） 

- 

出
店
説
明
会 

十
月
二
十
九
日
（
日
）
十
二

時
三
十
分
～
十
三
時
三
十
分 

信
徒
会
館
三

〇
一
、
三
〇
二 

・ 

第
五
回
バ
ザ
ー
委
員
会 

九
月
十
日
（
日
）
十

一
時
～
十
二
時 

信
徒
会
館
二
〇
八 

- 

バ
ザ
ー
申
込
状
況
の
確
認 

- 

出
店
説
明
会
の
ド
ラ
フ
ト
確
認 

- 

今
後
の
準
備
作
業
内
容
の
確
認 

 

◎
環
境
部
会 

・ 

草
刈
り
お
よ
び
消
毒
作
業 

八
月
十
四
日
、
十
六
日
、
十
七
日
の
三
日
間
で
、

業
者
に
依
頼
し
、
教
会
内
の
草
刈
り
お
よ
び
中

庭
の
消
毒
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
中
庭

の
樹
木
に
つ
い
て
以
下
の
処
置
を
行
い
ま
し
た
。 

① 

カ
ラ
シ
ダ
ネ
の
木
が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
伐
採
し
ま
し
た
。 

② 

オ
リ
ー
ブ
の
木
の
枝
が
枯
れ
て
き
て
い
ま

し
た
の
で
、
特
に
危
険
と
思
わ
れ
る
高
い
部

分
の
枝
を
切
り
ま
し
た
。 

・ 

信
徒
会
館
横
の
花
壇
の
整
備 

安
全
性
、
手
入
れ
の
し
や
す
さ
を
考
慮
し
て

低
木
を
植
え
る
こ
と
を
中
心
に
検
討
、
来
年

度
の
予
算
と
し
て
申
請
の
上
、
承
認
い
た
だ

け
れ
ば
実
施
い
た
し
ま
す
。 

 
◎
教
会
学
校
・
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト 各
会
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
な
ど
無
事
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
お
祈
り
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。 

  

［
検
討
事
項
、
経
過
報
告
な
ど
］ 

 

◎
本
年
度
の
バ
ザ
ー
に
つ
い
て 

信
徒
各
自
に
よ
る
出
店
方
式
。
出
店
デ
ス
ク
な

ど
の
整
備
、
受
付
は
バ
ザ
ー
委
員
会
中
心
に
行

い
ま
す
。
飲
食
及
び
焼
き
菓
子
な
ど
の
食
品
は

一
切
見
合
わ
せ
と
し
ま
す
。
バ
ザ
ー
の
新
し
い

形
を
め
ざ
し
ま
す
。 

 

◎
敬
老
の
集
い
（
九
月
十
七
日
） 

ミ
サ
は
十
一
時
、
該
当
者
五
二
六
名
（
七
十
七

歳
以
降
）。
案
内
は
が
き
を
郵
送
し
、
一
部
は
手

渡
し
を
し
ま
し
た
。
楽
し
い
一
日
と
な
る
よ
う

に
準
備
し
て
い
ま
す
。 

 

◎
各
会
活
動
再
開
に
つ
い
て 

原
則
、
事
前
申
請
・
承
認
を
ベ
ー
ス
と
し
、
教

会
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
の
み
承
認
し
ま
す
。
部

屋
の
予
約
な
ど
は
承
認
後
に
可
能
と
し
ま
す
。 

 

次
回
の
信
徒
連
絡
会
は
十
月
八
日
（
日
） 

十

時
～ 

大
聖
堂
に
て 
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２
０
２
３
年
教
会
学
校
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ 

 
八
月
二
十
日
（
日
）
〜
二
十
二
日
（
火
）
に
四

年
ぶ
り
の
教
会
学
校
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
、
あ
ず

ま
や
高
原
「
山
の
家
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 今
年
の
五
月
か
ら
政
府
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
取
扱

い
が
五
類
に
な
る
事
を
想
定
し
て
、
今
年
の
サ
マ

ー
キ
ャ
ン
プ
が
実
施
で
き
る
か
担
当
司
祭
、
サ
ポ

ー
タ
ー
、
リ
ー
ダ
ー
と
協
議
し
、
今
年
は
二
泊
三

（
通
年
は
三
泊
四
日
）
で
実
施
す
る
方
向
で
準
備

日
を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

 

 

何
し
ろ
四
年
ぶ
り
の
た
め
、
リ
ー
ダ
ー
、
サ
ポ
ー

タ
ー
も
何
を
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
を
忘
れ
て
し
ま

い
、
ま
た
「
山
の
家
」
の
環
境
整
備
も
心
配
で
し

た
。 

 

「
山
の
家
」
管
理
グ
ル
ー
プ
の
方
々
、
保
護
者
の

方
々
に
事
前
の
掃
除
、
草
刈
り
な
ど
の
協
力
を
得

て
、
何
と
か
実
施
に
漕
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

  

参
加
対
象
は
三
年
生
〜
六
年
生
の
子
供
た
ち
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
生
徒
の
入
学
が
減
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
実
際
に
参
加
し
た
子
供
は
七
名
で
し
た

が
、
そ
れ
で
も
リ
ー
ダ
ー
は
事
前
の
準
備
に
一
生

懸
命
取
り
組
み
、
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
手
厚
い
サ
ポ

ー
ト
に
よ
り
、
子
供
と
リ
ー
ダ
ー
が
と
て
も
深
い

関
係
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
大
変
大
き
な

成
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
に
よ
り
教
会
学
校
が
小
学
生
だ
け
の
た
め
の

活
動
で
は
な
く
、
そ
れ
を
支
え
る
リ
ー
ダ
ー
の
成

長
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
実

感
で
き
ま
し
た
。 

 
 

  

 

 

【 

野
外
ミ
サ
の
様
子 

】 
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四
年
ぶ
り
で
、
参
加
し
た
子
供
た
ち
全
員
が
初

め
て
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
あ
り
、
特
に
六
年
生

は
最
後
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
あ
っ
た
た
め
、「
最

初
で
最
後
な
の
は
と
て
も
残
念
！
」、
他
の
参
加
し

た
子
供
達
か
ら
は
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
、
来
年

も
ぜ
ひ
行
き
た
い
、
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た
い
・
・
」

な
ど
の
声
が
多
数
聞
か
れ
、
長
年
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
に
携
わ
っ
て
い
る
私
に
と
っ
て
も
、
今
ま
で
に

無
い
充
実
し
た
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
だ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。 

 

 

 

【 

皆
で
料
理
作
り 

餃
子
が
沢
山
！ 

】 

 

【 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ 

】 

 

 

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
「
山
の
家
」
で
の
サ
マ
ー
キ

ャ
ン
プ
を
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

   

司
祭
団
、
教
会
の
関
係
者
、
保
護
者
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
実
施
で
き
た
こ
と
、
ま
た
子
供
達

の
活
動
を
側
面
か
ら
支
え
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
、
こ
れ
か
ら
も
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

教
会
学
校 

サ
ポ
ー
タ
ー 
矢
野 

勉 

 

五
島
の
小
さ
な
教
会
た
ち
と
窄さ

こ

に
つ
い
て 

              

写
真
・ 

文 

柳
沢 

洋
子 

 

今
回
も
五
島
巡
礼
の
続
き
で
す
。 

五
島
の
中
で
一
番
大
き
な
島
、
福
江
島
は
平
地
も

多
く
、
畑
、
水
田
も
あ
り
ま
す
が
、
一
歩
入
れ
ば
、

や
は
り
山
道
に
な
り
ま
す
。
山
が
ち
な
地
形
で
隣

と
の
集
落
と
の
行
き
来
も
難
し
い
不
便
な
土
地
を

選
ん
だ
、
あ
る
い
は
追
い
や
ら
れ
た
の
に
は
禁
教

令
か
ら
逃
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
訳
で
す
が
、
集
落

ご
と
に
自
分
た
ち
の
教
会
と
墓
地
を
作
っ
て
い
た

の
で
、
前
回
に
ご
紹
介
し
た
よ
う
な
小
さ
な
教
会

が
福
江
島
に
限
ら
ず
沢
山
あ
り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
旅
で
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
の
内
、
や

は
り
人
口
流
出
が
あ
り
ま
す
。 

 若
い
人
が
都
会
に
出
て
行
っ
て
し
ま
う
、
と
言
う

よ
り
も
、
一
番
大
事
な
漁
業
が
、
海
水
温
が
上
が

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
本
土
に
出
し
て
売

れ
て
い
た
よ
う
な
魚
が
取
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い

て
、
諦
め
て
し
ま
う
人
が
多
い
こ
と
が
原
因
の
一
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つ
と
聞
き
ま
し
た
。
大
手
の
会
社
が
マ
グ
ロ
の
養

殖
を
始
め
て
い
ま
す
が
、
未
だ
思
う
よ
う
に
効
率

が
上
が
ら
な
い
そ
う
で
す
。 

 

車
で
走
っ
て
い
て
も
、
沢
山
の
廃
校
も
あ
り
ま

し
た
し
、
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
曰
く
、
こ
の

学
校
は
開
い
て
い
る
け
ど
、
生
徒
の
数
よ
り
、
先

生
の
方
が
多
い
、
バ
ス
も
あ
る
け
ど
ス
ク
ー
ル
バ

ス
み
た
い
な
も
の
、
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 途
中
で
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
に
出
会
っ
た
の
で
す
が
、

お
ま
わ
り
さ
ん
も
す
る
こ
と
無
い
か
ら
毎
日
走
っ

て
い
る
だ
け
、
と
言
う
の
に
は
笑
い
ま
し
た
が
。 

 

そ
の
様
な
状
況
下
で
は
当
然
信
者
数
も
減
り
、

小
さ
な
教
会
は
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。 

 

写
真
の
一
枚
目
は
、
と
う
と
う
壊
れ
て
し
ま
っ
た

立
谷
教
会
の
跡
に
置
か
れ
た
、
石
造
の
教
会
の
記

念
碑
で
す
。
た
だ
、
上
手
に
作
っ
て
あ
る
の
で
、

写
真
だ
と
本
当
の
教
会
に
見
え
ま
せ
ん
か
？ 

 

  

【 

① 

立
谷
教
会
跡 

記
念
碑 

】 

 

  

二
枚
目
は
宮
原
教
会
で
す
。 

写
真
だ
と
普
通
の
民
家
に
見
え
る
と
思
い
ま
す
が
、

入
口
の
屋
根
に
十
字
架
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ

こ
は
国
道
に
も
近
い
の
で
巡
回
教
会
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

内
部
の
写
真
撮
影
は
禁
止
で
す
か
ら
、

お
見
せ
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
き
れ
い
に

掃
除
が
行
き
届
い
て
い
る
の
は
申
し
上
げ
る
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

【 

② 

宮
原
教
会 

】 
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三
枚
目
は
半
泊
教
会
で
す
。 

こ
の
教
会
は
二
日
目
に
レ
ン
タ
カ
ー
で
行
こ
う
と

し
て
い
た
の
で
す
が
、
一
日
目
の
運
転
手
さ
ん
が
、

「
半
泊
教
会
へ
・
・
・
レ
ン
タ
カ
ー
で
・
・
・
」
と

小
さ
い
声
で
言
い
に
く
そ
う
に
何
度
も
繰
り
返
す

の
で
、「
素
人
に
は
無
理
っ
て
こ
と
？
」
と
聞
き
ま

し
た
ら
、
繁
敷
教
会
へ
の
道
と
同
じ
で
、
細
い
山

道
だ
か
ら
、
と
遠
慮
が
ち
に
仰
せ
な
の
で
、
二
日

目
も
タ
ク
シ
ー
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

【 

③ 

半
泊
教
会 

】 

 

や
は
り
土
地
の
人
の
言
う
こ
と
は
聞
く
も
の
で
す
。 

半
泊
へ
の
道
は
車
一
台
分
の
細
い
道
が
山
の
中
を

く
ね
く
ね
と
し
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
こ
も
長
崎
大
村
藩
か
ら
禁
教
を
逃
れ
た
信
者

た
ち
が
開
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
隣
の
集
落
と
は

離
れ
て
い
て
、
容
易
に
行
き
来
で
き
な
い
、
で
も

自
給
自
足
で
き
る
と
言
う
場
所
は
重
要
だ
っ
た
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

山
道
が
突
然
海
岸
の
入
り
江
に
開
け
た
と
こ
ろ
は
、

曇
り
空
で
も
美
し
い
所
で
、
大
正
時
代
に
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
か
ら
の
寄
付
で
建
て
ら
れ
た
半
泊
教
会
が

海
岸
そ
ば
に
あ
り
、
五
世
帯
六
人
の
集
落
の
内
、

信
者
さ
ん
は
お
一
人
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
や
は

り
巡
回
で
も
月
に
一
度
の
ミ
サ
が
あ
り
ま
す
。 

 

お
祈
り
を
終
え
て
出
よ
う
と
し
た
ら
、
玄
関
前
に

大
き
く
て
立
派
な
（
か
つ
美
味
し
そ
う
！
）
鶏
が

二
羽
闊
歩
し
て
い
て
、
し
ば
ら
く
は
姉
と
手
を
取

り
合
っ
て
ふ
る
え
ま
し
た
。 

 

 

 

【 

強
く
て
美
味
し
そ
う
な
鶏 

】 
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教
会
の
裏
に
は
新
し
く
で
き
た
ク
ラ
フ
ト
・
ジ

ン
の
小
さ
い
工
場
が
あ
り
ま
す
。 

 テ
レ
ビ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、

ご
存
じ
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

某
ビ
ー
ル
会
社
の
３
人
が
早
期
退
職
し
て
、
退
職

金
で
建
て
た
ジ
ン
工
場
、
日
曜
日
だ
っ
た
の
で
お

休
み
で
し
た
が
、
教
会
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
手
伝

っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
そ
う
で
、
移
住
者
と
し
て

歓
迎
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

 

【 

ク
ラ
フ
ト
・
ジ
ン
工
場 

】 

 

こ
の
集
落
に
は
一
軒
だ
け
素
泊
ま
り
民
宿
が
あ

り
ま
す
。
山
道
の
途
中
に
小
さ
い
看
板
が
あ
っ
た

の
で
、「
あ
、
民
宿
が
あ
る
！
」
と
私
が
言
う
と
、

そ
の
日
の
運
転
手
さ
ん
が
経
営
し
て
い
る
の
で
し

た
。 

 

素
泊
ま
り
と
言
っ
て
も
辺
り
に
店
が
あ
る
わ
け
で

も
な
く
、
ど
う
す
る
の
か
と
聞
い
た
ら
、
電
化
製

品
も
、
調
味
料
も
全
部
そ
ろ
え
て
あ
る
、
野
菜
果

物
は
運
転
手
さ
ん
が
家
の
前
に
作
っ
て
い
る
も
の

食
べ
放
題
、
釣
り
道
具
も
置
い
て
あ
る
か
ら
夕
飯

の
魚
は
自
分
で
釣
っ
て
ね
、
と
の
こ
と
。 

 
釣
り
を
し
た
こ
と
無
い
人
は
？
と
聞
け
ば
、
こ
の

辺
の
魚
は
の
ん
び
り
し
て
い
る
か
ら
、
エ
サ
を
つ

け
な
く
て
も
す
ぐ
に
取
れ
る
か
ら
（
！
）
と
言
う

の
で
す
が
。
一
泊
三
千
円
で
、
コ
ロ
ナ
の
時
は
こ

こ
に
来
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
長
期
滞
在
し
て
い

た
人
も
い
た
そ
う
で
す
。 

    

最
後
に
苦
し
い
の
で
す
が
「
窄
」
の
話
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

読
み
方
は
「
さ
こ
」、
意
味
は
狭
い
、
す
ぼ
ま
る
、

と
言
う
意
味
で
す
が
、
今
回
の
旅
で
二
か
所
、
福

江
島
楠
原
の
「
窄
」
と
久
賀
島
の
「
牢
屋
の
窄
」

に
巡
礼
し
ま
し
た
。 

 

 

【 

楠
原
牢
屋
の
窄 

】 
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【 

久
賀
島
の
窄 

】 

 

 

狭
い
と
こ
ろ
に
沢
山
の
信
者
を
長
期
に
渡
っ
て

押
し
込
め
て
棄
教
を
迫
り
、
沢
山
の
殉
教
者
を
出

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ど
ち
ら
も
六
坪
程
度
の
部
屋

に
二
百
名
程
を
入
れ
た
の
で
す
か
ら
、
当
然
立
ち

っ
ぱ
な
し
、
垂
れ
流
し
、
小
さ
い
子
供
、
体
力
の

無
い
お
年
寄
り
か
ら
殉
教
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

生
き
て
い
て
、
朝
に
な
っ
て
一
度
外
に
出
さ
れ

て
も
、
棄
教
を
迫
る
拷
問
が
待
っ
て
い
る
だ
け
で

し
た
。
そ
れ
で
も
強
い
祈
り
を
唱
え
て
信
仰
を
捨

て
な
か
っ
た
信
者
の
方
々
を
考
え
る
と
、
ひ
た
す

ら
自
分
が
情
け
な
く
、
恥
ず
か
し
く
思
い
、
泣
け

て
く
る
ば
か
り
で
し
た
。 

 

久
賀
の
窄
は
、
久
賀
島
と
奈
留
島
の
キ
リ
シ
タ
ン

関
連
を
、
福
江
島
か
ら
半
日
で
廻
る
長
崎
市
の
ツ

ア
ー
で
行
っ
た
の
で
す
が
、
窄
は
帰
る
前
の
最 

 

後
で
し
た
。
ガ
イ
ド
さ
ん
が
言
う
に
は
、
窄
を

最
後
に
し
な
い
と
、
信
者
で
な
い
人
た
ち
で
も
窄

を
最
初
に
訪
れ
る
と
、
そ
の
後
、
皆
口
を
利
か
な

く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
と
の
こ
と
で
し
た
。 

  

ど
う
ぞ
、
私
に
も
、
い
か
な
る
時
に
も
信
仰
宣
言

で
き
る
勇
気
を
お
与
え
下
さ
い
。 

 

皆
さ
ま
に
も
殉
教
な
さ
っ
た
信
者
の
方
々
、
棄
教

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
方
々
の
た
め
に
お
祈
り
く

だ
さ
い
。 

     

 


